
 
 
 
 
 
 
 

第 1回委員会資料の訂正と補足 

 

 

資料３ 



●：津波の到達が確認された水位観測所 ─：堰の位置

●：津波の到達が確認されない水位観測所 ─：津波の痕跡が確認された最上流地点 痕跡調査：国土交通省　

×：欠測水位観測所 水位観測データ：市町村向けの統一河川情報及び地方整備局発表資料による　　　：痕跡調査または水位観測所で遡
      上が確認された津波到達地点

※津波の到達が確認された水位観測所とは、発災前の水位変化に較べ連続した
水位変化が見られた水位観測所である。
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河川別水位観測所の第１波の津波高と河川津波高 

※震源に近い宮城 青森 茨城県の河川では 第１波の河川津波高と発災～１２日０時までの河川津波※震源に近い宮城、青森、茨城県の河川では、第１波の河川津波高と発災 １２日０時までの河川津波
  高が一致している。 
※震源から遠ざかるほど波高が小さくなり、水位変化の間隔（周期）は短くなる傾向にあると考えられる。 
  これは、様々な波高、波速を持つ津波が、水位観測地点に到達するまでに分離したためであると考え 
  られる。 
※東京湾内の河川では、第１波の津波高よりも河川津波高が大きい。これは、湾内での津波減速によ 

る複数の津波波高の重なりや 津波の反射波の重ね合わせ 湾内の固有振動による波動の励起 る複数の津波波高の重なりや、津波の反射波の重ね合わせ、湾内の固有振動による波動の励起
  等が考えられる。 

※グラフにおいて、欠測表示以外の河川のうち波高が示されていない河川は、顕著な水位変化が確認できない河川である。 

出典：市町村向けの統一河川情報データを用いて作成 



区間
福～飯 6.37 km 13 分

福地 飯～北（下） 2.26 km 4 分
飯野川上流 福～北（下） 8.63 km 17 分
北上大堰(下)

区間
福～飯 6.37 km 14 分

福地 飯～北（下） 2.26 km 4 分
飯野川上流 福～北（下） 8.63 km 18 分
北上大堰(下)

区間
福～飯 6.37 km 30 分

福地 飯～北（下） 2.26 km -10 分
飯野川上流 福～北（下） 8.63 km 20 分
北上大堰(下)

区間
福～飯 6.37 km 20 分

福地 飯～北（下） 2.26 km 0 分
飯野川上流 福～北（下） 8.63 km 20 分
北上大堰(下)
※北上大堰については、第1回委員会資料１ P19を参照。
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飯
野
川
上
流
水
位
観
測

福
地
水
位
観
測

北
上
大
堰

h.nonome
テキストボックス
資料３－２



津波の遡上と漂流物（北上川） 

② ③ ⑤ ④ 

資料３－３ 

⑥ 

川底の砂利、土砂、捨て石などが
散乱、堆積（本来は一面ヨシ原）
（L3k付近） 

津波は堤防を越波。橋桁、護岸、
舗装も流失。（L3k付近） 

対岸（右岸）はかろうじて越波せず。
（L6.5k付近） 

⑧⑦

北上大橋左岸側のトラスが落橋し、
上流へ約400m流される。 
（L4k付近） 

破堤 

⑨

漁船、浜に生えていた松などが漂
着。（L9k付近） 

①

②

⑧ ⑦ ⑨

①②

③ 
流木が堤防天端にまで漂着。 
（L11k付近） 

流木が堤防天端にまで漂着。 
（L11k付近） ④ 

⑤ 

痕跡調査による津波の到達地点。 
（L31.8k） 

①

右岸3 8k～4 6k+16m

⑧

① ② 

①

⑤

⑥ 
⑦ 

③ 
③

左岸河口部付近状況。（L0.5k付近） 

右岸3.8k～4.6k+16m
堤防決壊（※） 

① ② ③

釜谷地区破堤状況。 
（R4.5k付近） 

釜谷地区破堤状況。 
（R4.5k付近） 

船舶漂流の最上流地点。 
（R17k付近） 

国土交通省東北地方整備局の調査による 
空中写真：国土地理院 

※被災箇所は概ねの位置を示す 1 



津波の遡上と漂流物（鳴瀬川） 

④① ⑤④

④ 

① ⑤

船舶漂流の最上流地点。 
（R6.4k付近） 

特殊堤が一部流出。 
（R0.3k付近） 

② 

痕跡調査による津波の到達地点。 
（R14.5k） 

①② ①

野蒜水門 
（R0.5k） 

③ 

③ 

左岸河口部状況。 

①
② 

漂流物の状況。 
（R5.0k付近） 

堤内側 
のり面 川側のり面 

川側のり面 

①
① 川側のり面 ①

国土交通省東北地方整備局及び国土技術政策総合研究所の調査による 
空中写真：国土地理院 2 



津波の遡上と漂流物（名取川） 

①
②

①

名取川橋下流高水敷瓦礫状況 
（中央部に家屋）。（L1.５k付近） 左岸河口部状況。 

③ 

③

② 
② 

① 

川側のり面 
堤内側のり面 

のり尻舗装
閖上大橋上流高水敷瓦礫状況。 
（R1 0k付近）

② 
名取川橋下流高水敷瓦礫状況。 
（R1 5k付近）

③

① 
右岸河口部状況。

のり尻舗装 

のり尻舗装
川側のり面 
堤内側のり面 

（R1.0k付近） （R1.5k付近） 右岸河口部状況。

① 
国土交通省東北地方整備局及び国土技術政策総合研究所の調査による 
空中写真：国土地理院 

3 



津波の遡上と漂流物（阿武隈川） 

① 

①

右岸河口部付近状況。（0.0～1.0k付近） 

① 
③ 

左右岸河口部付近状況。（0.5～1.5k付近） 

小段簡易舗装 

川側のり面 
堤内側のり面 

低水護岸被災 
② 

② 
③ 

①

川側のり面

余裕高植生部 

堤内側のり面 
川側のり面 

亘理大橋下流高水敷瓦礫状況。 ①漂流船舶によるゲート塗装の損

4 

川側のり面 

堤内側のり面 

敷
（L1.4k付近） 

①

国土交通省東北地方整備局及び国土技術政策総合研究所の調査による 

漂流船舶によるゲ ト塗装の損
傷（8号ゲート）（10.2k付近） 

右岸0.0k-170m～0.0k+100m 
特殊パラペット堤流出（※） 

※被災箇所は概ねの位置を示す 4 



津波の遡上と漂流物（馬淵川） 

① 

① 

① ② ③ 

① ④ 

④

② 

馬淵大堰下流漂流物状況。 
（R2.6k付近） 

③ 

5 

新大橋下流高水敷漂流物状況。 
（L1.1k付近） 

高水敷漂流物状況。 
（L3.5k付近） 

馬淵大堰漂流物状況。 
（L2.6k付近） 

馬淵大堰左岸魚道漂流物状況。 
（L1.1k付近） 

国土交通省東北地方整備局の調査による 
空中写真：国土地理院 5 



津波の遡上と漂流物（高瀬川） 

① 

② 

① ② 

国土交通省東北地方整備局の調査による 
空中写真：国土地理院 

痕跡調査による津波の到達地点。 
（K6 No.3+8.6L付近） 

市柳川水門付近の状況。漂流物
は殆どなし。（L1.0k付近） 

6 



津波の遡上と漂流物（旧北上川） 

②① ②

船舶漂流の最上流地点。 
（L21.0k付近） 

漂流物状況。 
（L11.8k付近） ② 

① ②① ②

漂流物状況。 
（R6.6k付近） 

② 
船舶漂流状況。 
（R15.4k付近） 

① 
①①

7 

国土交通省東北地方整備局の調査による 
空中写真：国土地理院 

7 


